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    雑誌ビジネスのデジタル最前線：DIS 2017（2）♥
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ベルリンのDISイベントは、世界の雑誌マーケティングの最前線の課題と実践を紹介する価値あるイベント。ボブ・サックス氏は、テクノロジーとビジネスが「消費者ニーズ、関連性（コンテクスト）、フォーマット、プラットフォーム」のマッチングをめぐって動いているとして要点を的確にまとめている。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

「関り」が鍵になる



モバイル広告体験を改善せよ



絞り込んだコンテンツでオーディエンスを獲得する

読者がコンテンツに影響を与えられるようにする



チャットボットは消費者のふるまいを変える




言語メディアとしての「声」の復活
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新興メディア企業RBmediaがフォーカスしている「スポークン・ワード」というキーワードは、大きな起爆力を秘めたコンテンツとなるように思われる。もともと文字よりインパクトがあり、言語文化における正統性もあり、社会的な偏りがなく、そしてインターネットという表現・発信手段を獲得したからだ。[全文＝♥会員]

「声演」は由緒ある言語表現

Spoken wordという英語は、「言語パフォーマンス・アート」全般を包括するもので、オーディオコンテンツとしては本や詩の朗読などを含む声演（声の演技）を広くカバーする。今日の日本では、言語パフォーマンスは主として落語や講談、漫才などの「話芸」に偏っているが、過去にさかのぼれば、声演が出版や読書をリードしてきた（落語・講談の文字化）時代があり、近世以前の言語作品の保存や普及は、むしろ専門の「声演者」によってなされてきた面が大きい。日本の絵巻物はもっぱら美術作品として鑑賞されているが、制作当時は声演者を前提とした「紙芝居」のようなメディアだったと考えられる。

声演はラジオの登場とともに、商業的にも復活し、盛んになるが、ラジオが映画、あるいはTVに置換えられていくと、声は映像に従属するようになって、ホットなインパクトを失ってしまった（逆にラジオの中に残る）。メディア・ビジネスは映像系と活字系に分化し、声演コンテンツは音楽系の陰に隠れてしまった。ライブの言語パフォーマンスは、ラジオのほかは、寄席か芸術系で細々と続いている。こうした状態が長いこと変わらなかったので、人々はこれがメディアの進化だと受け容れてしまった。人々は「声」が単独で持つ力をほとんど忘れている。

言語系オーディオ・コンテンツが急成長を始め、「スポークン・ワード」というジャンルが再発見されるのは、大きな驚きだ。米国出版界はオーディオブックというものが1世紀にわたって存在していたにもかかわらず、デジタルになって普及を始めてもしばらくこれを軽視していた。だから、なぜいま「スポークン・ワード」なのかについても本格的な考察を目にしていない。筆者なりに考えた理由は、デジタル時代に入って起きた活字組版と声の地位の逆転である。



活字は「希少性による権威」を失った

文字メディアは、近代の複製技術の拡大に伴って優越的な力を獲得したが、文字組版から生まれる印刷物のコストは高く、資源の希少性、読書空間の権威によって印刷物は特別なものであった。同時に多くの人々に（読み書きの能力に応じて）複雑な情報や高度な知識を含む内容を伝達することが出来るということが社会的に評価されてきたためである。しかし、読書人・知識人が支えた活字文明は、20世紀を通してしだいに影響力を低下させてきたことは周知の通り。電波という、音声と動画を一斉同報できる、高価で複雑な「マスメディア」というシステムのためである。活字媒体も印刷と物流の技術革新に乗って「マス」化した。

20世紀末に登場したWeb（インターネット上に展開されたハイパーテキスト）は、従来のメディアの直線的な拡大に対して別のパラダイムをもたらした。それが活字文明にもたらした影響は巨大なものだが、本稿のテーマと関連して言えば、「希少資源としての活字の終わりと活字デフレ」「希少性としてのスポークン・ワードのブーム」である可能性が大きい高い

活字は無名・匿名の誰でもがタダで使えるもので、メディアの独占ではない。インターネットは有償・無償の「フェイク」が溢れている。皮肉なことに、FacebookやTwitterは、公私を問わず「フェイク」の個人を拡散させた。「本人自署」でもない限りまともには受け取られない。逆に「声」のほうは、いまのところ「個人」が明確で、ダイレクトで、生きている印象がある。もちろん、作文と同様に、声演のほうも、才能や修練で達成される表現力が要求されるが、メッセージ性は非常に強力である。文学、エンターテイメントから政治まで、文章は肉声を通して語られることで大きな「体験」をもたらす。そしてYouTubeとPodcastの普及で、誰もが「一斉同報」性を体験できる。



文字の影からの主役への復活

歴史的には文字作品に先行し、ギリシャには『イーリアス』が、日本では『古事記』が暗誦で演じられていたことは周知の通り。その後、文字が発達し、それも活字化されて大量複製されるようになると、せいぜい数十人にしか届かないメディアは見えなくなった。声の影にすぎなかった文字が、記録性・同報性を武器に複雑化し、巨大化する社会組織を支えるものとなったからである。カリスマ的個人に依存する声は、パフォーマンスや儀式という非日常世界に身を潜めた。

しかし、インターネットは眠っていた「人類最古のメディア」をビジネスとして復活させようとしている。かつて声は韻文を生んで言語体験を豊かにし、文字は黙読と注釈で広大な分野を渉猟・検証し、知識を構造的に深めた。どちらも言語文化の柱であるが、表現・伝達の媒体に大きな影響を受ける。インターネットは後者に傾いたバランスを是正する方向に作用するように思われる。何より声には話者の「身体性」という武器があり、これは印刷本とは比較にならない。

本誌はオーディオブックの成長に注目してきたが、それは活字出版の影という以上の可能性を感じたからだ。その可能性はしだいに明確になってきた。「スポークン・ワード」は活字出版と密接な関係を持ちながら、そこから独立したものだ。◆ (鎌田、04/13/2017)


雑誌ビジネスのデジタル最前線：DIS 2017（1）
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B2C/B2Bメディア・ビジネスのエグゼクテイブがイノベーションのトレンドを語るDigital Innovators' Summit (DIS)という汎欧州イベントが3月19－21日にベルリンで開催された。出版コンサルタントのボブ・サックス氏がPublishing Executive (04/04)に「5つの成果」をまとめているので紹介しておきたい。

イノベーションを問うDigital Innovators' Summit

DISは書籍系のフェアとは違って、コンテンツ・ビジネスという大きな枠組のメディア企業、テクノロジー企業のハイレベルのエグゼクテイブおよび／またはプロフェッショナルたちの交流の場として企画されているイベントで、英国に本部を置くニュース系雑誌の世界団体FIPP (Fédération Internationale de la Presse Périodique)とドイツの雑誌出版社協会VDZ (Verband Deutscher Zeitschriftenverleger)との共催で開催されている。

サックス氏の書き出しに思わず笑ってしまった。「メディアビジネスの世界のほとんどのイベントには明確なパターンがあり、まず聖歌か祈祷文のような『印刷は死なず、印刷は死なず、主よ、認めたまえ』の朗誦で始まり、聴衆がざわつく。続いて登壇するスピーカーたちは、まずそれに敬意を表明した後で、もっぱらデジタルプロセス、デジタル戦略、デジタル収入源などについて語るというもの。」しかし、ベルリンのDISは例外で、すべて最新のデジタル・プロジェクト事例の成功した方法論が聞ける、というのだ。

海外の業界の雰囲気がよく分かるが、日本では口に出そうとせず、そうした空気をフォローしている人も少ない。東京のブックフェアはとうとうお祈りもやめてしまった。ちなみに主催団体のFIPPの呪文は「ジャーナリズムは死なない。今もこれからも」である。

DISのテーマは、「商業ジャーナリズムの再発明と再活性化」を中心にしたもので、事例発表を連続的に続けられる中で、どうすれば広告主が優良出版社に喜んで投資するようになり、消費者も高級ジャーナリズムにおカネを出すようになるかが理解できるように構成されている。サックス氏がまとめたのは次の5項目。（つづく）　◆ (鎌田、04/11/2017)

	「関り」が鍵になる

	モバイル広告体験は改善する

	絞り込まれたコンテンツがオーディエンスを獲得する

	読者がコンテンツに影響を与えられるようにする

	チャットボットは消費者のふるまいを変える




アマゾンがKindle Createベータ版をリリース
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アマゾンは、MS WordファイルからKindleフォーマットのE-Bookを容易に作成するためのオーサリング・ツールKindle Create (KC)ベータ版を新たにリリースした。日本語対応も遠くはないと思われる。こうしたツールの現状はどうなっているかをみてみたい。

一般書向けのスタンダードなオーサリング

これまでアマゾンはKindle書籍用オーサリング・ツールとして、Kids Book Creator（絵本）、Kindle Textbook Creator（教科書）、Kindle Comics Creator（マンガ）を提供しており、一般書用のKCは、これらとは別の、Word (.doc, .docx)およびPDF (.pdf)ファイルからの変換精度と効率性を高めることを意図したもの。ファイルの変換には数々の問題があり、従来のツール (KBC/KTC/KCC)でもWord/PDFには対応しているのだが、KCは過去に経験した数々の問題を解消（低減）することが期待されているはずだ。

さしあたっての情報を総合すると、KCはWord/PDFから変換されたファイルを再編集でき、章を分割して内容を膨らませたり、テキストのスタイルを変更することができる。かなり高速で、ヘルプもスムーズのようだ。KCには通常の編集機能があり、テンプレートを使って最初からテキストを追加し、Text Viewで確認しながら修正できる。Kindleでの表示は Kindle Previewer 3.8（ベータ）で検証する。これまで、KDP support forums や Chris McMullen氏のサイトでレビューされ、逐次更新されている。

KCはKindle専用のオーサリング・ツールで、EPUBなどの標準形式の出力には対応していない。しかし、Kindleフォーマットの検証には使える。商業的なオーサリング・ツールは、EPUB、Kindle（mobi/KF-8)、PDF、Word、およびHTML5などが出力可能であることを謳っているが、変換や様々なデバイスでの出力表示（のシミュレーション）は必ずしも完全ではない。当然のことながら、アマゾンはKindleに関する限りはゼロコストで出版できる環境に精を出すことになるだろう。



「帯に短い」無償E-Bookツール

アップルのiBooks Authorは優れたEPUB3オーサリング・ツールだが、基本的にiPadに最適化されている。2015年7月以降、標準のEPUB3ブラウザをサポートするようになったが、もちろんこれも他社のプラットフォームを考慮しているわけではない。The Digital Readerの記事(04/06)は、iBooks Authorを除き、米国である程度使われていると思われる8本の編集ツールを紹介している。

Sigil (EPUB)

Jutoh：EPUB、PDF、Kindle／Windows、Linux、無償

Vellum：EPUB3／Mac、有償

Scrivener：EPUB、PDF、Kindle／Windows、Mac、有償

Calibre：EPUB、Mobi／Windows

Calligra：EPUB／Windows、Linux、Mac

eBookBurn：EPUB、Kindle／Webサービス

Pressbooks：EPUB、PDF、Kindle／Webサービス

以上の中で、SIgilはなおベータ版、Callibreはもっぱらプライベート・ライブラリ用、Scrivenerは総合的な執筆編集支援ツールとして名高いもの、Pressbooksは主にインディーズ出版向けのクラウド・サービスだ（出版以前は無償）。CalligraはOpenOffice (Open Document Format)のコミュニティ。こうしてみると、日本語出版者が利用するのに適しているものは少ない。

多くの自主出版者や小規模出版社は、比較的単純なWord→EPUB/PDF/Kindle変換ツールで間に合っており、印刷本主体の中規模出版社はアドビのInDesign中心という状況はあまり変わっていないということなのだろう。アマゾンはKindleオーサーを用途別に拡充して脚注などの複雑なサポートしていくだろう。なるべくプレーンなファイルを読み込み、リッチな専用機能を付けて出力させるのが基本的な戦略で、他のフォーマットへの出力は難しくなる。ただし、PoDの普及で、PDFまわりのサポートは強化されると思われる。◆ (鎌田、04/10/2017)


最新プラットフォームRBmediaの挑戦
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RBmedia というクラウド・プラットフォーム企業が米国で誕生し、「スポークン・ワード」コンテンツ・ブランドの買収を進める一環として、A-BookストアであるAudiobooks.comを買収したことを明らかにした。成長市場に投資資金が流入するのは自然なことであり、この市場への期待が高まっていることを示すものだ。

「言語オーディオ系垂直統合メディア」

Audibleに対する離れた二番手の位置にあるAudiobooks.comを買収したRBmediaは、メリーランド州ランドーヴァーに創業した企業で、「言語オーディオ・コンテンツとデジタルメディア配信技術のグローバル・リーダー」をキャッチとする同社は、8つのブランドに400名あまりの従業員。売上は「9桁」(億ドル)で、2017年中に30%以上の成長を達成するとしている。RBdigital という独自の配信プラットフォームを有し、1万以上の図書館と取引があり、提供タイトルは、E-Book、雑誌、教材など70万点に達する。Audiobooks.comは2015年に、A-Book自主出版支援の Author's Republicを立ち上げており、ACXを有するAudibleを追撃する体制を築きつつあった。

RBmediaのプロダクト・マーケティング担当責任者のジョン・シェア氏は、Audiobooks.comをこの組織に迎えたことで、出版社のRecorded BooksなどのA-Bookブランドとチャネルを有する弊社の知名度は一段と高まり、著者やエージェント、出版社などとのオーディオ出版権獲得交渉が有利になると述べている。Audibooksのイアン・スモール社長は、「スポークン・ワード」ビジネスの全領域をカバーするRBへの参加が出版社との緊密な連携を可能とし、拡大するコンシューマ市場へのアクセスを拡大する」と述べた。総合すると、オーディオブックを中心とした「スポークン・ワード」における垂直統合ビジネスモデルで一致したことになる。



キーワードは「スポークン・ワード」

「決定には何の躊躇もなかった」というスモール社長のコメントは、「コンテンツ・プラットフォーム」というサービス機能が、アマゾン一極集中が続く現在のコンテンツ市場では業態として成り立たないという認識を示したものと見られる。日本のCCCが徳間書店を買収したのと同じ発想かもしれない。これについては別に検討してみたいが、製造業の「水平展開」が進んできた中でコンテンツの「垂直統合」に活路を求めるのは、アップルのようなユニークなデバイス環境を背景にした場合を例外として、必ずしも見通しがあるわけではない。小さなチャネルは少ない売上を意味するからである。

プラットフォームの継続可能性は高まるとしても、他方で版権ビジネスの機会が縮小するので成長の可能性は縮小する。コンテンツには「メガヒット」という魅力があるが、確率は低い。データ・マーケティングは、アマゾンやWattpadのような膨大な数を背景にしたほうが有利となるのが自然だ。それを超えるには、さらにコンテンツとオーディエンスをつなぐコンテクストの深部に光を当てる革新的な手法が必要となる。◆ (鎌田、04/12/2017)

	RBmedia launches with focus on digital media, acquires Audiobooks.com, by Darrell Etherington, TechCrunch, 04/11/2017

	RBmedia launches digital media distribution platform, acquires Audiobooks.com, by TNM News, 04/12/2017
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